
（２）第 50 号 筑 紫 丘 高 校 同 窓 会 会 報 平成24（２０12）年１月１日（日）

な
っ
た
」「
生
徒
さ
ん
の
活
気
あ
ふ

れ
る
感
じ
が
良
く
伝
わ
っ
た
」
な

ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
成
功
裡

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
館
第
１
号
は
１
年
生
２
人

　

第
１
号
の
来
館
者
は
１
年
生
の

今
泉
実
子
さ
ん
と
矢
原
陽
南
さ
ん
。

　

オ
ー
プ
ン
の
お
祝
い
生
花
を
見

て
、
記
念
館
落
成
式
の
日
の
午
後

「
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
同
窓
会

事
務
局
へ
。
最
初
の
来
館
者
と

あ
っ
て
丁
寧
な
説
明
に
「
パ
ネ
ル

で
歴
代
の
行
事
を
見
て
、
あ
ら
た

め
て
こ
の
学
校
の
歴
史
の
深
さ
を

感
じ
ま
し
た
」
と
熱
心
に
見
て
い

ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
印
象
に
残
っ
た
の
は

筑
紫
丘
の
守
り
刀
と
し
て
今
回
特

別
展
示
さ
れ
た
日
本
刀
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
校
風

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
」「
筑
紫
丘
の
印
象
が
明
確
に

県
地
域
文
化
功
労
賞
を
受
賞
し
た

近
藤
先
生
と
夫
人

画
全
体
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク
と
確
認

を
長
谷
川
保
宏
氏
（
高　

）、
展
示

29

全
般
を
副
島
邦
弘
氏
（
高　

）、
資

16

料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
に
よ
る
筑
紫
丘
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
の
作
成
に
は
八
尋
信
明
氏

（
高　

）、
撮
影
と
入
力
に
原
田

23

啓
子
氏
（
高　

）、
液
晶
パ
ネ
ル
の

24

手
配
は
N
E
C
の
前
田
慎
一
氏

（
高　

）、
展
示
パ
ネ
ル
の
作
成

34

は
遠
原
治
氏
（
高　

）
と
そ
れ
ぞ

42

れ
の
専
門
の
立
場
で
関
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

本
大
震
災
が
発
生
し
、
一
時
的
に

断
熱
材
な
ど
の
建
設
資
材
が
不
足
。

工
事
が
進
ま
な
い
状
況
も
あ
り
ま

し
た
が
、
松
島
氏
並
び
に
白
石
建

設
の
ご
努
力
に
よ
り
無
事
に
予
定

通
り
の
工
事
期
間
内
に
工
事
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

展
示
ケ
ー
ス
や
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
内
部
施
設
整
備
並
び
に

資
料
整
理
に
6
5
0
万
円
を
要
し
、

記
念
館
全
体
で
は
総
額
2
5
0
0

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
計
・
建
築
の
他
に
、
建
設
計

な
指
示
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

非
常
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
工
事
施
工
は
同
窓
で
建

設
業
を
さ
れ
て
い
る
方
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
た
い
と
、
平
成　

年
１

23

月
の
常
任
幹
事
会
で
お
願
い
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
４
社
の
推
薦
を
受

け
、
３
月　

日
に
入
札
会
を
実
施
。

16

林
孝
行
氏
（
高　

）
経
営
の
株
式

10

会
社
白
石
建
設
が
落
札
さ
れ
ま
し

た
。

　

入
札
直
前
の
３
月　

日
に
東
日

11

し
た
。

　

設
計
及
び
工
事
監
理
は
、
松
島

豊
章
氏
（
高　

）
が
役
員
を
さ
れ

22

て
い
る
株
式
会
社
匠
建
築
研
究
所

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
松
島
氏
は
、

学
校
の
講
堂
・
武
道
館
・
プ
ー
ル

の
設
計
に
携
わ
ら
れ
た
方
で
、
念

入
り
な
打
ち
合
わ
せ
の
上
、
的
確

　

建
て
物
の
概
要
は
、
新
設
さ
れ

た
図
書
館
１
階
の
ピ
ロ
テ
ィ
部
分

を
部
屋
と
し
て
改
築
致
し
た
も
の

で
、
面
積
は
1
6
3
・　

平
方
㍍
。

27

　

展
示
室
と
収
蔵
庫
か
ら
な
っ
て

お
り
、
工
事
費
は
1
8
5
0
万
円
。

工
期
は
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

23

同
年
７
月　

日
ま
で
の
４
カ
月
で

29

　

平
成　

年
３
月
初
旬
、
県
下
の

２３

郷
土
史
研
究
に
か
け
て
並
ぶ
者
な

き
斯
界
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
、
近

藤
典
二
先
生
（
中　

）
が
、
県
の

１０

地
域
文
化
功
労
賞
、
並
び
に
筑
紫

野
市
教
育
文
化
功
労
賞
の
ダ
ブ
ル

受
賞
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

　

恩
師
の
快
報
に
接
し
た
高
８
回

生
仲
間
か
ら
「
祝
賀
会
の
予
定

は
？
」
と
の
矢
の
催
促
。
幹
事
一

同
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
く
直
前
、

日
本
列
島
を
震
撼
さ
せ
た
東
北
巨

大
地
震
が
勃
発
。
さ
あ
、
ど
う
す

る
？
時
を
同
じ
く
し
て
郷
土
研
究

ク
ラ
ブ
で
も
同
様
の
話
が
持
ち
上

が
っ
て
お
り
…tob

e .or .n
ott

ob
e？

…
ハ
ム
レ
ッ
ト
も
か
く

や
の
迷
慮
の
末
、
時
宜
を
失
し
て

は
せ
っ
か
く
の
ご
栄
誉
に
水
を
差

し
て
は
と
決
行
の
英
断
？　

新
緑

の
５
月　

日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

１９

オ
ー
タ
ニ
博
多
で
の
祝
賀
会
と
相

成
っ
た
次
第
で
す
。

　

８
回
生　

余
人
、
郷
研
ク
ラ
ブ

３０

　

余
人
、
さ
ら
に
は
今
回
の
受
章

１０の
推
薦
母
体
「
筑
紫
野
市
夢
む
ら

さ
き
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
会
」
か
ら
も

　

人
近
い
参
加
が
あ
り
、
総
勢　

１０

５０

有
余
人
の
な
ご
や
か
な
宴
と
な
り

ま
し
た
。

　

先
生
も
既
に
米
寿
、
足
も
と
に

少
し
難
あ
り
と
い
え
ど
も
頭
脳
は

未
だ
カ
ク
シ
ャ
ク
！
そ
れ
に
何
よ

り
も
ゴ
ー
ル
の
先
に
常
に
新
し
い

ゴ
ー
ル
を
定
め
、
さ
ら
な
る
探
求

　

体
験
入
学
に　

人
８２０

　

平
成　

年　

月
１
日
午
後
、
本

23

10

校
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
中

学
生
や
保
護
者
を
対
象
に
「
中
学

生
の
体
験
入
学
」
を
実
施
し
、　
56

の
中
学
校
か
ら
中
学
生
６
５
２
人
、

保
護
者
１
６
８
人
、
計
８
２
０
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
行

事
で
は
、
的
確
な
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
で
本
校
へ
の
理
解
を
深
め
、

中
学
生
の
進
路
選
択
に
役
立
て
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

講
堂
で
の
全
体
説
明
会
で
は
生

徒
会
に
よ
る
学
校
紹
介
や
、
各
部

に
よ
る
部
活
動
ア
ピ
ー
ル
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
未
来
の
後
輩
た
ち
を

歓
迎
し
よ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工

夫
を
凝
ら
し
た
発
表
を
す
る
こ
と

で
、
本
校
生
に
と
っ
て
も
愛
校
心

が
高
ま
る
場
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

説
明
会
後
の
生
徒
交
流
会
や
部
活

動
見
学
で
は
各
会
場
と
も
賑
わ
い

を
見
せ
、
参
加
者
は
筑
紫
丘
高
校

の
１
日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

実
に
多
く
の
同
窓
生
の
手
に

よ
っ
て
、
記
念
館
は
完
成
し
ま
し

た
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
の
記
念

館
は
、
同
窓
生
手
作
り
の
記
念
館

と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
記
念
館
は
、
同
窓
生
の
み

な
ら
ず
在
校
生
、
筑
紫
丘
を
目
指

す
中
学
生
や
保
護
者
の
方
々
に
も

見
て
い
た
だ
い
て
、
母
校
の
歴
史
、

筑
中
・
筑
高
を
感
じ
て
い
た
だ
く

場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
）

東京研修に参加した生徒たち

の
日
々
─
ま
さ
に
吟
遊
詩
人
サ
ミ

エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
像
」

を
目
の
当
た
り
に
す
る
思
い
で
す
。

　

益
々
の
ご
研
鑚
と
ご
健
勝
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

（
高
８　

古
賀　

勝
）

　

充
実
し
た
東
京
研
修

　

平
成　

年
８
月
３
日
か
ら
５
日

23

の
２
泊
３
日
で
２
年
生
希
望
者
に

よ
る
東
京
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
参
加
者
は
１
２
０
人

で
し
た
。

　

日
程
は
、
１
日
目
が
東
京
大
学

見
学
、
２
日
目
が
企
業
訪
問
と
Ｏ

Ｂ
懇
談
会
、
３
日
目
が
一
橋
、
東

工
大
や
早
稲
田
、
慶
応
な
ど
の
大

学
見
学
で
し
た
。

　

今
回
は
震
災
の
影
響
に
よ
る
節

電
対
策
の
た
め
、
大
学
が
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
止
し
た
り
、

企
業
や
工
場
が
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を

閉
鎖
し
た
り
で
、
研
修
の
受
け
入

れ
先
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、

一
時
は
研
修
の
実
施
自
体
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
同
窓
会
の
東

京
支
部
よ
り
、
東
京
大
学
で
教
鞭

を
と
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
高　

回
22

の
田
嶋
先
生
と　

回
の
西
脇
先
生
、

24

　

回
の
西
住
先
生
を
ご
紹
介
い
た

37だ
き
、
例
年
よ
り
も
い
っ
そ
う
充

実
し
た
東
大
見
学
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
懇
談
会
に
は
東
京

支
部
の
望
月
支
部
長
、
関
岡
事
務

局
長
を
は
じ
め　

人
も
の
同
窓
生

40

の
方
々
が
お
忙
し
い
中
、
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
３
日
目

の
大
学
見
学
に
も
先
輩
の
学
生
が

案
内
に
つ
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
皆
、
目

標
に
向
か
っ
て
頑
張
る
力
を
も
ら

え
た
と
、
そ
の
後
の
学
校
生
活
に

精
一
杯
励
ん
で
い
ま
す
。
本
当
に

有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

　

同
窓
会
の
皆
さ
ま
の
大
き
な
支

え
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

完
成
し
た
記
念
館
の
内
部

歴史の重さ感じる資料　記念館

体
験
入
学
の
会
場
に
入
る
中
学
生

た
ち

　昭和１１年11月３日　明
治節ノ佳辰ヲ ト トシテ校

ぼく

旗制定式ヲ行フ　蓋シ校旗ハ初代校長生田先生ノ
寄贈セラルル所ナリ

（創立十周年記念誌）

　この日、講
堂の壇上に
立った生田前
校長は自ら岩
田屋デパート
に注文して校
旗を作らせた
こと、その真
紅の地色は純
忠の赤心を表し、銀繍の中の徽章は誠実剛健の気
風を示すものであると熱弁をふるわれ、全校生徒
に深い感銘を与えた。

（筑紫丘四十周年史）

筑紫中学校 校旗

今
泉
実
子
さ
ん（
左
）と

矢
原
陽
南
さ
ん

  
近
藤
典
二
先
生
の 

  
ダ
ブ
ル
受
賞
祝
う

　この銘板は、筑紫中学創立10
周年記念に際し、昭和12（1937）

年に建てられた
記念館の玄関上
部に掲げられて
いたものである。
　記念館は、２
階建てで１階が
図書館・郷土館、
２階が同窓会
室・和室などがあった。
　昭和27（1952）年に現在地に学校が移転した際、
正門右手の丘上（現在の階段正門付近）に平屋で再
建されたが、図書館建設のため昭和39（1964）年
に取り壊された。なお、この時の図書館も創立80
周年記念事業の一環として、平成19（2007）年現
在の図書館に建て替えられた。

記念館銘板




